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元
来
、
「
神
楽
」
は
日
々
を
平
穏
無
事
に
暮
ら
せ
る
こ
と
へ
の
感

謝
や
祈
り
の
意
味
を
込
め
て
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
宮
崎
県
内
で
は
、
３
０
０
座
以

上
の
神
楽
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
高
鍋
神
楽
」
と
は
、
旧
高
鍋
藩
城
附
地
の
新
納
院
と
呼
ば
れ
た

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
神
楽
の
総
称
で
、
現
在
の
児
湯
郡
高
鍋

町
、
新
富
町
（
北
部
）
、
木
城
町
、
川
南
町
、
都
農
町
の
五
町
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
六
社
連
合
大
神
事
と
い
う
名
称
で
行
わ

れ
て
い
る
神
楽
、
三
納
代
神
楽
系
、
比
木
神
楽
系
、
都
農
神
楽
系
が

あ
り
、
受
け
継
が
れ
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 に

い
ろ
い
ん

ろ
く
し
ゃ
れ
ん
ご
う
だ
い
し
ん
じ

高
鍋
神
楽
の
特
徴

高
鍋
神
楽
の
特
徴
は
、
六
社
連
合
と
い
う
方
式
を
ふ
く
ん
で
い
る

だ
け
で
な
く
、
他
に
も
「
里
神
楽
」
と
い
う
他
の
神
社
の
祭
礼
に
依

頼
さ
れ
て
の
神
楽
、
「
お
里
ま
わ
り
」
な
ど
の
名
を
持
つ
神
幸
祭
に

伴
っ
て
の
神
楽
、
比
木
神
社
か
ら
神
門
神
社
へ
の
神
幸
祭
で
あ
る

「
神
門
神
幸
祭
（
師
走
祭
り
）
」
な
ど
が
あ
り
、
現
在
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

六
社
連
合
大
神
事
は
、
六
社
が
順
番
に
当
番
を
務
め
る
神
楽
奉
納

で
す
が
、
「
大
神
事
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
記
録
か

ら
は
、
江
戸
時
代
に
も
こ
の
方
式
で
行
わ
れ
て
い
た
の
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
み
て
も
稀
な
方
式
と
い
え
ま
す
。

奉
納
神
楽
の
演
目
（
番
付
）
数
は
三
十
ほ
ど
で
す
が
、
こ
の
中
に

は
複
雑
な
内
容
を
も
つ
「
大
神
神
楽
（
神
武
神
楽
）
」
や
、
翁
面
を

付
け
て
の
「
寿
の
舞
」
な
ど
、
県
内
他
地
域
の
神
楽
と
比
較
し
て
も

特
徴
的
と
言
え
る
演
目
が
あ
り
ま
す
。

お
お
か
み
ご
と

だ
い
じ
ん
か
ぐ
ら

じ
ん
む
か
ぐ
ら

じ
ゅ

み
か
ど
し
ん
こ
う
さ
い

比
木
神
社
（
木
城
町
）

白
鬚
神
社
（
川
南
町
）

八
坂
神
社
（
高
鍋
町
）

三
納
代
八
幡
神
社
（
新
富
町
）

平
田
神
社
（
川
南
町
）

愛
宕
神
社
（
高
鍋
町
）
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現
在
の
六
社
連
合
大
神
事

そ
の
年
の
役
目
を
担
う
神
社
は
、

境
内
に
、
シ
イ
の
枝
葉
を
用
い
て

神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る

大
き
な
山
を
仕
立
て
ま
す
。
し
め

縄
を
は
り
、
御
幣
装
飾
物
を
飾
っ

て
斎
場
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
各

社
に
と
っ
て
は
６
年
に
１
度
の
大

行
事
と
な
り
、
当
日
は
神
事
を
執

り
行
っ
た
の
ち
、
夜
を
徹
し
て
神

楽
を
奉
納
し
ま
す
。

次
回
の
六
社
連
合
大
神
事

２
０
２
５
年
２
月
８
・
９
日
に
高
鍋
町
の
愛
宕
神
社
に
て
夜
神
楽
の
奉

納
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
合
せ
先
・
・
・
・
・
高
鍋
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

文
化
係

電
話
０
９
８
３
・
２
３
・
３
３
２
６ 神籬(平田神社での六社連合大神事）

へいだ

「 かんなぎ 」

「 御笠練舞 」

高鍋東中学校・高鍋西中学校合同で行われた
鑑賞教室での一幕

日本神話に登場する天
鈿女命（アメノウズメ）
をモチーフにした舞。
芸能をつかさどる神と

して有名で、日本神話で
天照大神（アマテラス）
が岩屋に隠れた際、その
前で踊って大神を誘いだ
した女神として知られて
います。

五穀豊穣を祈る演目で、
観客から参加を募って大
人数で舞う神楽です。
参加者は神楽面を被り、

前の人の腰に巻いてある
紐を握って一列に連なり、
飛び跳ねたり、寝転んだ
りします。

六
社
連
合
大
神
事
の
な
り
た
ち

江
戸
時
代
、
初
代
藩
主
秋
月
種
長
公
の
姫
君
が
原
因
不
明
の
病
を
患
い
、

回
復
の
兆
し
も
手
だ
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
中
、
藩
に
仕
え
て
い
た
大

寺
余
惣
エ
門
（
お
お
て
ら
よ
そ
え
も
ん
）
と
い
う
人
物
が
木
城
町
の
比
木

神
社
へ
心
を
込
め
て
願
掛
け
の
お
参
り
を
し
続
け
た
と
こ
ろ
、
病
状
が
快

方
へ
向
か
い
全
快
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
非
常
に
喜
ん
だ
種
長
公
は
御
礼

参
拝
を
さ
れ
、
終
夜
御
神
楽
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
神
事
」
の

は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
を
迎
え
る
と
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
政
が
藩
か
ら
県
に
移
行
し
、

藩
政
時
代
に
受
け
て
い
た
奨
励
保
護
も
な
く
な
り
ま
す
。
神
仏
分
離
運
動

が
高
揚
し
、
衰
微
の
危
機
が
差
し
迫
る
中
で
、
比
木
神
社
一
社
の
み
で
神

事
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
あ
り
、

旧
藩
領
内
の
郷
社
で
あ
る
六
社
が
年
番
で
神
事
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
が
、
六
社
連
合
大
神
事
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

か
み
ご
と
・
か
み
ご
つ

舞
は
「
序
・
破
・
急
」
の
３
段
編
成
か
ら
な
り
ま
す
。

〇
序
の
段
・
・
・
場
を
清
め
、
神
々
を
招
き
加
護
を
願
う

〇
破
の
段
・
・
・
庶
民
の
祈
り
を
表
現
し
、
変
化
に
と
ん
だ
番
付
が
続
く

〇
急
の
段
・
・
・
日
本
神
話
に
登
場
す
る
有
名
な
岩
戸
開
き

高
鍋
神
楽
の
魅
力

高
鍋
神
楽
は
、
か
か
と
や
つ
ま
先
を
細
か
く
使
う
足
の
運
び
、
歌
舞
伎

や
能
楽
の
よ
う
に
体
や
肩
・
頭
の
振
り
様
が
多
く
、
腰
を
低
く
落
と
し
て

舞
う
「
座
舞
」
「
居
舞
」
の
所
作
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
舞
様
は
高
尚

優
美
で
勇
壮
活
発
な
舞
が
魅
力
と
評
さ
れ
ま
す
。

演
目
の
中
に
は
、
一
時
間
以
上
舞
い
続
け
る
神
楽
や
、
夜
神
楽
を
観
に

き
た
方
か
ら
参
加
を
募
っ
て
一
緒
に
舞
う
演
目
「
御
笠
練
舞
」
な
ど
、
33

演
目
の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
神
楽
は
男
性

が
舞
う
も
の
と
い
う
地
域
も
あ
る
な
か
で
、
高
鍋
神
楽
は
女
性
の
舞
手
も

お
り
、
そ
の
こ
と
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

ざ

ま

い

い

ま

い

み
か
さ
ね
り
ま
い
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